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県土面積の３分の２を占める森林は42万７千ヘクタールで、森林面積、森林

率とも関東地方の中では最も高い順位にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. ぐんまの森林 

（１）関東一の森林県 

図 1 土地利用の状況  （単位：ha） 

図 4 民有林樹種別面積  （単位：ha） 図 3 保有形態別面積  （単位：ha）

図 5 関東地方 1 都 6 県の森林面積  （単位：千 ha） 

図 2 宇宙から見た群馬県の姿 
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群 馬 県 の森 林 は、利 根 川 上

流に位置し、首都圏の重要な水

源となっています。 

このため、群馬県の森林には

水源涵(かん)養機能の発揮が強

く求められています。 

 

 

 
群馬県には尾瀬国立公園、上信越

高原国立公園及び日光国立公園の３

つの国立公園と、妙義荒船佐久高原国

定公園があります。 

また、上毛三山と呼ばれる赤城山、

榛名山、妙義山をはじめとする多くの

山々は豊かな森林に覆われ、優れた自

然景観を有しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）首都圏の水がめ 

（３）豊かな自然 

群馬県内の森林の貯水能力

は、県内九つのダムの合計貯

水量の約２倍の 12 億トン、

水源涵(かん)養機能の評価額

は約 4,800 億円と試算されて

います。  

尾瀬は、美しい景観とともに貴重な

生態系を有する「自然の宝庫」です。 

平成 19 年に日光国立公園から分離

独立し、新たな国立公園として指定さ

れました。  

図 6 奥利根上流の森林とダム湖 

図 7 前橋から赤城山を望む 

図 8 尾瀬ヶ原から至仏山を望む 
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群馬県は本州のほぼ中央に位置しています。大消費地、東京から約100ｋｍ

と、恵まれた立地条件にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
民有人工林では、伐採して利用可能な41年生以上の森林が80％を占めて

います。特に、スギのヘクタール当たり蓄積量は600ｍ3を超えています。この豊

富な木材資源の活用が、これからの課題となっています。 

 

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）首都東京への近さ 

（５）木材資源の充実 

図 2 群馬県の交通 

図 10 民有林・国有林別蓄積  （単位：千ｍ3） 

関越自動車道、上信越自動車道に加

え、北関東自動車道の開通により東京

を経由せずに東北方面や中京・関西方

面と接続でき、東西南北全方面への高

速道路アクセスが便利になりました。  

図 9 群馬県の高速道路アアクセス 

図 11 民有人工林樹種別蓄積 （単位：千ｍ3）
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図 12 民有人工林 林齢別面積 

図 13 民有林蓄積推移 

（単位：千㎥） 
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■森林整備の推進  

木材は再生産可能・持続可能な貴重な資源です。このため、間伐等の手入

れを行って、元気で豊かな森林を育てています。 

また、近年、問題となっている地球温暖化を防止するため、その主な原因とな

っている二酸化炭素を吸収・固定する森林の機能に期待が寄せられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. ぐんまの林業 

（１）林業の振興 

手入れの必要な森林 

（光が差し込まず、下草が消失） 

手入れを行った森林 

（光が差し込み、樹木の生長が旺盛） 

（単位：ha） 

図 14 民有林の造林・間伐面積の推移 
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■群馬県内の森林整備・保全に伴う二酸化炭素の吸収量  

群馬県内の森林整備・保全に伴う二酸化炭素吸収量は、2019年度時点で

836千t-CO2であり、直近５カ年での二酸化炭素吸収量の平均は、776千t-CO2

となっています。 

森林の整備・保全に伴う二酸化炭素吸収量は、京都議定書に基づく森林吸

収量の算定方法を用いています。 

年度 2015 2016 2017 2018 2019 平均 

二酸化炭素吸収量

（千t-CO2） 
777 678 862 726 836 776 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■森林経営計画作成の取組  

集約的・効率的な森林経営を行うため、森林経営計画の作成を推進してい

ます。 

森林経営計画の実行性を確保するため、計画の作成にあたっては個別に集

約化説明会等を開催し、森林所有者等に対して森林施業プランナー等が具体

的な施業の提案を行います。 

また、行政側も説明会に参加し森林所有者の生の意見を把握することで、森

林整備の施策に繋げています。 

■森林経営管理制度の推進  

木材価格の下落や不在村森林所有者の増加等により経営管理が行われて

いない森林が増加していることから、令和元年度より、森林経営管理制度が開

始しました。市町村による本制度の運用を支援し、林業経営の効率化と森林の

管理の適正化を促進します。 

  群馬県内の森林整備に伴う二酸化炭素吸収量の推移 

（京都議定書に基づく森林吸収量） 

【森林による二酸化炭素吸収量の考え方】 
 京都議定書では、一定条件（1990 年以降の植林や間伐などの適切な森林経営が行われ
た森林）の下で森林による二酸化炭素吸収量を温室効果ガス排出削減の目標に算入するこ
とが認められていました。 
 上記の数値は、国が京都議定書に基づいて気候変動枠組条約事務局に報告した森林によ
る二酸化炭素吸収量のうち、群馬県における吸収量（国有林を含む）を示しています。 
 なお、年間の１ha 当たりの二酸化炭素吸収量は、次の式により求めることができます。 
 
 年間二酸化炭素吸収量（t-CO2） 
  ＝樹齢・樹種ごとの幹の成長量×バイオマス拡大係数×木材比重※ ×炭素含有量 
   ×二酸化炭素換算係数（44/12）  ※木の幹の堆積を根や枝を含めた堆積に換算する係数 
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■林内路網の整備  

民有林の人工林では、41年生以上の森林が面積で８割を占めており、木材

資源は質的、量的に充実しています。 

地域資源である県産木材を利用することは、地域の森林が再び育成される

森林循環へ繋がると共に、健全に育成された森林は、水源の涵養や県土の保

全などの公益的な機能を発揮して人々に多大な恩恵をもたらします。 

そのため、基幹的役割を担う林道から、これを補完し、枝状に伸びる幅の狭

い作業道まで、地形や用途に応じた様々な路網の整備を推進しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

路網整備（開設）の実績 

 
 

林   道 
作   業   道 

林業専用道規格 
(Ｗ＝3.5m) 

林業経営 
(W=3.0m) 

葉脈路 
(W=2.0、2.5m) 計 架   線 

延長 
(m) 

事業費 
(千円） 

延長 
(m) 

事業費 
(千円） 

延長 
(m) 

事業費 
(千円） 

延長 
(m) 

事業費 
(千円） 

延長 
(m) 

事業費 
(千円） 

延長 
(m) 

事業費 
(千円） 

平 成 30 年 度  5,894 751,375 0 0 16,691 108,114 139,952 332,001 156,643 440,115 0 0 

令 和 元 年 度  2,686 856,812 0 0 25,472 144,871 137,519 281,196 162,991 426,067 0 0 

令 和 2 年 度  4,472 813,552 0 0 27,250 149,403 124,437 244,192 151,687 393,595 0 0 

令 和 ３年 度  2,595 778,618 0 0 23,053 115,584 116,125 258,370 139,177 373,954 0 0 

令 和 ４年 度  4,759 833,729 0 0 13,059 67,066 116,200 262,789 129,259 329,855 0 0 

5 カ年計 20,406 4034,086 0 0 105,525 585,038 634,233 1,378,548 739,758 1,963,586 0 0 

林道は、林業関係者や森林とのふれ
あいを求める人々が通行する恒久的な
道路で、木材生産や森林整備を進める
上で基幹となる道です。 

作業道は、木材生産や森林整備のた
めに林業機械が走行する道で、簡易な
構造で整備がされています。 
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■林業の機械化  

いろいろな機能を持った高性能林業機械の導入と林内路網の整備により、

低コスト作業システムの定着を図っています。 

これによって、木材生産効率の大幅な向上が期待されています。 

    
 

 

区   分 
25 

年度 
26 

年度 
27 

年度 
28 

年度 
29 

年度 
30 

年度 
R1 

年度 
R2 

年度 
R3 

年度 

R４ 

年度 

プロセッサ 45 49 50 49 48 51 55 57 53 55 

ハーベスタ 12 15 14 15 16 17 22 22 25 25 

フォワーダ 59 65 63 63 58 61 67 67 65 60 

タワーヤーダ 5 5 5 5 5 5 5 5 6 6 

スキッダ 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 

スイングヤーダ 24 26 26 29 31 30 30 28 27 28 

フェラーバンチャ 2 2 2 2 2 2 2 3 3 3 

その他の高性能
林業機械 

1 3 7 12 15 18 20 26 26 35 

計 151 168 170 178 178 187 204 211 208 215 

※その他の高性能林業機械にはグラップルバケット等を含む 

 

 

 

 

 

 

 

  県内の高性能林業機械の所有台数 

 新型フォワーダ  高性能林業機械による作業システム 
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■木材の生産  

素材生産量については、昭和41年の89万２千ｍ3をピ－クに減少してきました。 

しかし、平成18年以降は景気悪化の影響を受けた平成21年を除いて、上昇

に転じています。 

 

■森林整備の担い手  

林業県ぐんまの現場を支えているのは、県内各地の森林組合や民間の林業

会社、個人事業主のもとで働く林業従事者のみなさんです。 

昭和57年度にはおよそ1,800人の林業従事者がいましたが、林業不振により

減少の一途をたどり、平成18年度にようやく底を打ちました。 

平成19年度から平成29年度までは700人前後で推移していましたが、ここ数

年は減少傾向が続き、700人を下回る人数で推移しています。今後、およそ３割

を占める60歳以上の林業従事者は、退職等による減少が見込まれ、これによる

全林業従事者数の減少が懸念されます。 

そこで、群馬県林業労働力確保支援センターをはじめとする関係団体と協力

して、林業への就業相談や新規就業者確保のための研修会、就労環境の改

善支援、林業の基礎から応用まで従事者のレベルに応じた技能・技術向上研

修を開催するなど、森林・林業の未来を担う新たな林業従事者の確保・育成に

努めています。 

図 15 素材生産の推移 

図 15 年齢階層別林業従事者数と平均年齢の推移 
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■木材需要の状況   

木材需要は、昭和48年の190万４千㎥をピークに減少傾向が続き、平成21年

には61万３千㎥まで落ち込みましたが、その後徐々に回復し、令和４年には83

万４千㎥になりました。 

令和４年の部門別木材需要は、製材用が62.7％を占め、チップ用が20.8％、

しいたけ原木が0.8％、合板・床板用が0.5％となっています。 

 

ぐんま林業就業支援研修 現場技術者の技能向上のための研修 

林業の現場技術者を対象に、作業の安全
性と生産性の向上を目的としたチェーンソ
ーの伐倒技術向上のための研修を開催。 

新たに林業への就業を希望する方を対象とし
て、群馬県の森林・林業に関する講義、チェー
ンソーや刈払機の安全教育、林業現場での作業
体験（インターンシップ）を行う研修。 
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出典：令和４年版木材需給の現況
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県内最大の原木市場と大型の製材工場

からなる県産材の流通加工拠点施設で、平

成 18 年に本格稼働しました。 

平成 23 年に竣工し、全国初となるＡ材か
らＣ材までの全量一括定額買取りシステム
で、県産材の有効利用に取り組んでいます。 

丸太をチップに加工し、木質バイオマス
発電所へ供給する施設で、平成 29 年度に
稼働しました。 

■木材の流通・加工   

需要者ニーズに対応した木材供給を行うため、中間土場や原木市場、製材

工場などの流通・加工施設の整備や流通の合理化を推進しています。 

 

  

群馬県産材センター（原木市場、製材工場） 渋川県産材センター 

わたらせ森林組合地域材加工センター ウッドビレジ川場製材工場 

群馬県東毛地区の県産材加工の拠点と
なる施設で、平成 27 年に稼働しました。 

群馬県北毛地区の県産材加工の拠点と
なる施設で、平成 28 年に稼働しました。 

平成 18 年に稼働。令和３年度には大型
プレカット機器を導入し CLT 加工、並びに
DLT 製造を開始しました。 

（株）長谷川萬治商店館林事業所 前橋バイオマス燃料（チップ加工施設） 
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「ぐんま優良木材」は、県内の森林から生産
された素材を製材し、乾燥させた木材製品で、
ぐんま優良木材品質認証センターが、ぐんま優
良木材製品品質規格基準に基づき、品質や寸法
精度、含水率などを検査し、合格と認めた木材
製品です。 

この製品を使用した新築住宅に対して、令和
2 年度までは「ぐんまの木で家づくり支援事業」
により支援、また、令和３年度からは「ぐんま
ゼロ宣言住宅促進事業」として、環境性能の高
い住宅の建設に対し支援をしています。 

■木材の利用  

県産木材の需要拡大を図るため、県が発注する

公共施設・教育関連施設の建設や公共工事にお

いて率先して県産木材を使用しています。 

また、民間需要に対しては、「ぐんま優良木材」

を使用した高性能住宅の建設に対する支援のほ

か 、 「 親 と 子 の 木 工 広

場」、「木育インストラクタ

ー養成講座」など、木育に対する取組に対する支援

や、木材利用に関する普及啓発活動を行っています。 

 

単位：ｍ³ 

年度 H28 H29 H30 R 元 R２ R３ R4 

県発注 
土木工事関係 1,734 1,536 1,785 1,711 2,413 1,996 1,178 

建築工事関係 44 118 198 229 176 444 64 

補助事業 

（住宅向け） 

ぐんまの木で家づくり支援事業 
ぐんまゼロ宣言住宅

促進事業 

13,896 13,813 12,886 13,064 5,667 665 1,717 

 

 

 

単位：棟、千円 

区分年度 H27 H28 H29 H30 R 元 R2 R3 R4 

事業名 ぐんまの木で家づくり支援事業 
ぐんまゼロ宣言住

宅促進事業  

棟数 915 927 919 824 827 359 45 108 

補助金額 352,776 329,415 292,956 235,546 242,404 109,126 8,311 24,201 

 

中大規模施設に県産木材を活用 
（群馬県畜産試験場） 

「ぐんまの木で家づくり支援事業」、「ぐんまゼロ宣言住宅促進事業」実績 

県産木材の利用量 

木育インストラクター養成講座 
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県有林及び県行分収造林  

県が所有し、経営している県有林は、11市町村に11か所（13経営区）、4,336

ヘクタールあります。 

県有林のうち、人工林では、51年生以上が全体の74％を占めるなど、木材資

源の充実が進んでいます。 

(単位  面積：ha 蓄積：ｍ3) 

区 分 
県有林 

面積 蓄積 

総数 4,336 1,268,268 

立
木
地 

スギ 595 356,585 

ヒノキ 341 112,227 

マツ 487 189,415 

カラマツ 703 253,511 

その他針葉樹 39 9,910 

人工広葉樹 47 5,216 

天然林 2,117 341,404 

計 4,327 1,268,268 

無立木地・除地等 9  

 

大 桁
おおげた

県有林 

県有林及び県行分収造林の主要樹種の林齢別面積 
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38.95
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10.24
9.59 4.78

58.004.84
23.67

55.52

126.57
87.24

80.21

34.52
13.35

60.63

4.56 3.52 3.57
31.00

8.97
29.92

77.37

89.63

127.32

49.43

125.44

47.23

11.45

93.19

カラマツ

マツ

ヒノキ

スギ

面

積

(ha)

齢 級
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大消費地である首都圏に近い本県のきのこ類の生産は全国有数で、令和４

年の生産量は約6,738t、生産額は約42億円となっています。 

このうち、生しいたけの生産量は全国５位、まいたけとなめこは７位、ひらたけ

は９位と全国上位で、その他にもえのきたけ、ぶなしめじなど多種類のきのこが

生産されています。 

このように本県のきのこ類の生産は、農山村地域の重要な産業のひとつとし

て、地域経済及び就労の場として大きな役割を果たしており、県では生産資材

の導入や施設整備に対して支援しています。 

 

また、生産者や関係団体と協力し、安全安心な県産きのこの需要拡大を図る

ために、県内外で消費宣伝活動を積極的に実施するとともに、きのこ料理コンク

ールやきのこ品評会を開催しています。 

（２）きのこ生産の振興 
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ぶなしめじ

えのきたけ

なめこ

菌床生しいたけ

原木生しいたけ

県産きのこ生産量の推移 

生産者団体活動支援 群馬県きのこ料理コンクール最優秀作品 

(百トン) 
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■保安林  

県内の森林の55％にあたる約235千haが保安林に指定されています。そのう

ち、水源かん養保安林が75％、土砂流出防備保安林が22％を占め、首都圏の

上流域にあって水資源の確保、国土保全等に重要な役割を果たしています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■治山事業  

「安心・安全な暮らし」を確保するため、治山施設の設置や森林整備を進め、

「災害に強い森林づくり」に努めています。 

 

 

 

 

 

 

3. 森林の保全と森林災害・被害 

○保健保安林は、その他の保安林と兼種指定
が 18,72５ha あり、合計 19,61４ha となっ
ています。 

○風致保安林は、その他の保安林と兼種指定
が 629ha あり、合計 1,563ha となっていま
す。 

保安林面積

235,493 
ha

水源かん養

177,098 
75.2%

土砂流出防備

52,103 
22.1%

土砂崩壊防備

1,129 
0.5%

干害防備

2,651 
1.1%

保健

889 
0.4%

風致

934 
0.4%

その他

689 
0.3%

単位：ha

保安林種類別面積 

治山事業の実施状況 （左：渋川市中郷、右：高崎市箕郷町中野） 

山地災害危険地区 

危険地区分 危険地区数 
治山工事 

着手地区数 
(R４年度末) 

着手率 
(%) 

山腹崩壊 1,781 1,067 59.9 
地すべり 161 117 72.7 
崩壊土砂流出 2,606 3,008 77.1 

計 4,548 3,192 70.2 

 

治山事業費の推移 
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■松くい虫被害  

松くい虫被害によるマツ枯れは、昭和53年に県南東部で最初に発生し、現

在は、標高の高い地域を除いて県内のほぼ全域に広がっています。 

松くい虫駆除対策は、薬剤の空中からの散布や地上からの散布が一般的で

すが、群馬県では周辺住民の健康に配慮して平成15年度から空中からの散布

を中止、平成20年度からは地上からの散布も中止して、平成21年度からは補助

事業の対象外としました。 

現在は、将来に渡って守りたいマツ林を選定し、薬剤の樹幹注入による予防

対策を中心に防除を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ツキノワグマによる剥皮被害  

近年、野生獣類による森林被害の中でツキノワグマによる剥皮被害が広がっ

ています。 

 

 

 

 

 

H 8 H 9 H 1 1H 1 2H 1 3H 1 4H 1 5H 1 6H 1 7H 1 8H 1 9H 2 0H 2 1H 2 2H 2 3H 2 4H 2 5H 2 6H 2 7H 2 8H 2 9H 3 0 R 1 R 2 R 3 R 4

被 害 面 積 5  3  3  9  2 2  2 1 2 4 2 3 4 3 7 0 8 4 4 4 7 6 7 6 6 9 5 1 6 3 9 3 8 2 8 1 8 2 8 2 8 1 8 1 8 7 8 4

実 損 面 積 1  1  0  1  2  3  5  9  2 7  4 5  1 0 6 3  9 0  8 7  8 3  5 9  7 0  3 8  2 7  2 4  2 5 2 0 1 6 1 5 1 5 1 5

5 3 3 9 22 

214 248 234 

432 

705 

841 

441 

768 760 
697 

516 
630 

932 
820 812 828 826 814 811

877 841

1 1 0 1 2 3 5 9 27 45 
102 63 90 87 83 59 70 38 27 24 25 20 16 15 15 15

0

200

400

600

800

1,000 被害面積 実損面積

赤城南麓のマツ枯れの状況 薬剤の樹幹注入 

ツキノワグマによる森林被害の推移 
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ツキノワグマは、５月から７月頃にかけて、スギやヒノキの植栽後数十年経過した壮

齢林の、収穫間近となった大径木で根元から樹皮を剥がし、木質部をかじります。 

剥皮された樹木は材が変色するなど

して商品価値が著しく低下するとともに、

大きく剥皮された場合には樹木が枯死

し、倒木等による人的・物的被害の発

生が懸念されます。 

また、商品価値が著しく低下すること

で、林業経営意欲が失われ、放置され

る森林が増加し、森林の公益的機能の

低下が危惧されます。 

 

生分解性素材などでできた防止帯や

ビニールテープなどを巻き付ける等の防

除対策を重点的に実施していますが、被

害額はやや増加しました。 

特に利根沼田地域、桐生地域では依

然として被害が多く深刻な状況が続いて

います。 

また、西毛地域にも被害が見られてお

り、多くの地域で被害が発生しています。 

 

■ナラ枯れ被害  

ナラ枯れは、コナラやミズナラなどドングリのなる木に、カシノナガキクイムシが

産卵のため幹に穿孔する際にナラ菌を感染させ、通水機能が失われることによ

り、紅葉の季節より早い８月ごろから葉が縮れたり赤くなったりして枯れる病気で

す。 

群馬県では、平成22年にみなかみ町で初めて発生が確認され、その後の被

害は減少傾向で平成26年には一旦被害が終息しましたが、平成27年に再発し、

令和４年には民有林で525本が確認されています。 

被害木の早期発見・駆除や、「おとり丸太」、「粘着シート」による捕殺等により、

被害の拡大を防いでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

ツキノワグマによる剥皮被害 

剥皮防止のための帯巻き 

「粘着シート」による捕殺 「おとり丸太」による捕殺 
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■緑化の推進  

植樹祭や森林環境教育などを通じて緑化意識の普及を図り、緑豊かな郷土

づくりを推進しています。 

■森林公園  

森林が持つ優れた自然環境を保全するとともに、広く国民の保健休養、学習

の場として利用することを目的とし、９箇所の森林公園を設置しています。 

■森林ボランティア  

森林に対する期待が高まる中、森林づくりに参加しようとする人々や企業が

近年、急速に増えています。 

このため、森林所有者と企業や団体を仲介する「企業参加の森林づくり」や

森林整備による「二酸化炭素吸収量認証制度」などを実施しています。 

また、平成 26 年 10 月に森林ボランティア支援センターを開設し、刈払機取扱 

いなどの安全講習会や森林整備作業器具の貸出しなどによりボランティア活動を 

支援しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 県民参加の森林づくり 
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■目的  

「ぐんま緑の県民税」は、全ての県民が森林から様々な恩恵を享受し、森林

は公共的な財産であるという観点に立ち、その受益者である県民全体で森林整

備等に要する費用を負担することにより、多様な公益的機能を有する森林環境

を維持保全し、良好な状態で次の世代に引き継ぐという目的を持って平成 26

年度から導入しました。 

■課税方法・期間  

県民税均等割の超過課税方式 15 年間（平成 26～令和 10 年度） 

税額（年額） 

【個人】 700 円 

【法人】 法人県民税均等割額の７％相当額（1,400～56,000 円） 

■納税義務者  

【個人】 県内に住所等を有する個人（ただし、住民税が課税されている者に

限る。） 

【法人】 県内に事業所等を有する法人 

■税収等の推移  

「ぐんま緑の県民税」は、毎年約 90 万人の県民と法人の皆さんに御負担いた

だくことにより、９年間で約 74 億円の税収となっています。 

また、この取組に賛同する企業や個人の方々から、ふるさと納税等により約 

19，545 万円の寄付をいただきました。 

        〔単位：千円〕 

区分 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 計 
税収 

（税収相当額） 
621,445 819,833 830,327 854,400 858,703 864,977 879,323 869,096 877,408 7,475,512 

寄附金 299 1,844 450 138 327 889 1,062 7,584 6,952 19,545 

運用益 11 274 195 151 143 137 50 29 30 1,020 

諸収入 － － 175 737 50 0 66 ０ ０ 1,028 

計 621,755 821,951 831,147 855,426 859,223 866,003 880,501 876,709 870,046 7,482,761 

 

 

5. ぐんま緑の県民税 

（１）「ぐんま緑の県民税」の概要 

表 1 年度別の税収と寄付金の推移（予算年度別） 
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■ぐんま緑の県民税の流れ  

 
 

 
荒廃した森林の整備を進めるため、また、山地災害の増加など森林を取り巻く新た

な課題に対応するため、第Ⅱ期に引き続き次の目標に向かって対策を進めます。  

目指すべき目標 

◆ 豊かな水を育み、災害に強い森林づくり 

◆ 里山・平地林等の森林環境を改善し、安全・安心な生

活環境を創造 

 

  

◎水源地域等の森林整備 <年 5.5 億円程度> 

林業経営の成り立たない奥山の森林や簡易水道の水源地の森林整備などを行うことで、

水源涵養機能をはじめとした森林の持つ公益的機能の維持・増進を図ります。  

<事業内容> 

●地理的、地形的な条件により林業経営が成り立た

ず放置されている条件不利な森林（人工林）の整備 

（間伐、針広混交林化など）  

事業量（目標）3,500ha/5 年 

700ha/年 

  

●簡易水道等の上流に位置する森林の整備  

（間伐、針広混交林化など）  

事業量（目標）500ha/5 年 

100ha/年  

  

●松くい虫や気象による被害をうけ、やぶになった

森林をコナラやスギなどの森林に再生  

事業量（目標）１00ha/5 年 

20ha/年 

雇用主等 
（特別徴収義務者） 

個人事業者等 

（納税義務者） 

法人の県民税 

一 

般 

財 

源 

ぐ
ん
ま
緑
の
県
民
基

同額を積み立て 

（約 8.5 億円） 

個人の県民税 森林環境の保全 

（5.6 億円程度） 

その他経費 

（0.1 億円程度） 

第三者機関の 

評価・検証 

市町村提案型事業 

（2.8 億円程度） 

市 

町 

村 

給与所得者・ 

年金所得者 

(納税義務者) 

群馬県 

寄付金 

納入 

納税 

（納税通知書） 申告納

付 

払込み 

提案 

採択

交付 
事業

実施 

県が事業実施 

市 

町 

村 

法人 
（納税義務者） 

※金額は年間あた

りの額で、想定額 

（２）「ぐんま緑の県民税」の継続 

目指すべき目標を実現するために必要な事業 
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◎森林ボランティア活動・森林環境教育の推進 <年 0.2 億円程度> 

森林ボランティア活動の支援や森林環境教育の充実、森林の重要性の普及啓発などに

より、県民参加による森林づくりを一層推進します。  

<事業内容> 

●ボランティア情報の収集と提供、指導や資機材の貸出など、一体的なサポートを行

うボランティアセンターの運営  

●森林環境教育を推進するため、専門知識を有した指導者の養成・育成 

●森林の重要性などの普及啓発 

 

◎市町村提案型事業 <年 2.８億円程度> 

市町村やボランティア団体などが行う事業を支援します。  

<事業内容> 

●荒廃した里山・平地林の整備  

●貴重な自然環境の保護・保全  

●森林環境教育・普及啓発活動  

●森林の公有林化  

●独自提案事業 

 

◎制度運営  <年 0.１億円程度> 

<事業内容> 

●納税者である県民や学識経験者等により構成される第三者機関事（評価検証委員会）

の運営  

●ぐんま緑の県民税制度の普及啓発など 

 

 
事業の実施に必要な額  <年間 8.５億円> 



群馬県の森林･林業＜資料編＞

１　群馬県の森林資源

（１）所有形態別森林面積と蓄積(令和5年4月1日現在)

区
分

国有林 官行造林 小計 県有林
市町村有

林
小計

面　積 194,686 299 194,984 925 195,910 6,948 14,246 21,194 209,640 230,834 426,744

人工林
面　積

64,591 299 64,890 -          64,890 2,618 8,298 10,916 100,097 111,013 175,903

人工林率 33.2% 100.2% 33.3% -          33.1% 37.7% 58.2% 51.5% 47.7% 48.1% 41.2%

蓄　積 29,194 53 29,247 -          29,247 1,785 4,524 6,309 65,174 71,483 100,730

haあたり
蓄積

150 178 150 -          149 257 318 298 311 310 236

（２）民有林樹種別森林面積(令和5年4月1日現在) 単位：ha

計 スギ ヒノキ カラマツ マツ 広葉樹 その他

面　積 222,704 62,999 16,336 16,928 12,163 104,814 9,464

比率 100% 28% 7% 8% 5% 47% 4%

面　積 111,013 62,999 16,336 16,927 12,149 1,893 709

比率 100% 57% 15% 15% 11% 2% 1%

２　全国から見た群馬県の林業

（１）森林資源の全国対比
単位 対比(%)

千ha 1.7%

千ha 1.7% （国土地理院）

千ha 2.6% 森林に係る全国の数値

千ha 1.3%

千ha 1.4% 森林に係る群馬県の数値

％

千m3 1.8%

千m3 2.2%

千m3 1.7%

（２）森林整備
①造林面積の全国対比

H30 R1 R2 R3 R４ 全国 １位 ２位 ３位

8,339 2,188 1,192

北海道 宮崎県 熊本県

8,160 1,894 1,104

北海道 宮崎県 岩手県

群馬県の数値は令和５年版群馬県森林林業統計書、全国の数値は2023森林・林業統計要覧

　　　　　R3年の全国の状況

23,015

143 19,441

単位：面積ha、蓄積千m3、ha当たり蓄積m3

所
有
別

国　　　有 民　　　有

合　計林野庁所管
その他省
庁所管

計
公　　　有

私　　有 計

出典：令和４年版群馬県森林林業統計書

樹　　　種

民有林

うち人工林

出典：令和４年版群馬県森林林業統計書

項　　　目 全　　国 群馬県 出 典

総 面 積 37,797 636 令和５年全国都道府県市区町村別面積調

森 林 面 積 25,025 427

　うち国有林面積 7,657 196

　うち民有林面積 17,368 231 2023森林・林業統計要覧

民有林人工林面積 7,846 111

民 有 林 人 工 林 率 45.2% 48.1%

森 林 蓄 積 5,560,201 100,276

　うち国有林蓄積 1,300,549 28,793

　うち民有林蓄積 4,259,652 71,483

項　　目 単位
群馬県の過去５ヶ年の推移

造 林 面 積 ha 333 200 357 286 321

　うち民有林造林 ha 156 136 161 137

　令和5年版群馬県森林林業統計書
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②民有林における間伐の全国対比
全国

H30 R1 R2 R3 R4 R3

千ha 2.28 1.99 2.02 2.11 1.8 269

群馬県の数値は令和４年版群馬県森林林業統計書、全国の数値は2023森林・林業統計要覧

（３）林産物の全国対比
全国

H30 R1 R2 R3 R4 R4

千m3 234 211 208 252 213

(全国順位) (28) (26) (29) (27) (26)

　うち針葉樹材 千m3 212 226 204 203 196

(全国順位) (27) (25) (28) (27) (26)

　うち広葉樹材 千m3 10 8 7 5 17

(全国順位) (33) (35) (32) (32) (21)

トン 4,025 3,989 3,967 4,123 3,664

(全国順位) (5) (4) (4) (4) (5)

トン 20 19 25 15 19

(全国順位) (15) (14) (12) (19) (13)

トン 1,090 1,110 1,031 990 931

(全国順位) (6) (6) (6) (6) (7)

トン 1,224 1,180 1,266 1,193 1,241

(全国順位) (6) (5) (6) (6) (7)

（４）林道網の全国対比
単位 群馬県 全国 １位 ２位 ３位

㎞ 2,551 24,027 7,215 6,110

(全国順位) (17) 北海道 長野県 岐阜県

㎞ 938 16,450 2,998 2,664

(全国順位) (14) 北海道 青森県 秋田県

㎞ 1,463 7,577 4,898 4,537

(全国順位) (29) 北海道 長野県 岐阜県

m/ha 6.9 12.2 9.7 8.3

(全国順位) (12) 佐賀県 富山県 福岡県

（５）林業経営体の全国対比
単位 群馬県 全国 １位 ２位 ３位

経営体 358 4,565 1,796 1,728

(全国順位) (33) 北海道 宮崎県 岩手県

（６）林業産出額
全国

H30 R1 R2 R3 R4 Ｒ４

千万円 688 636 604 683 682

(全国順位) (24) (24) (25) (24) (25)

 本 県
シェア

 本 県
シェア

1.3%

1,696 1.0%

出　　　　典

単位
群馬県の過去５ヶ年の推移

項　　目 単位
群馬県の過去５ヶ年の推移

素 材 生 産 量
22,082 1.0%

20,386 1.0%

生しいたけ生産量
69,620 5.3%

乾しいたけ生産量
2,034 0.9%

林 道 総 延 長
140,007

2023森林・林業統計要覧
　うち国有林林道

46,365

　うち民有林林道
93,642

な め こ 生 産 量
23,697 3.9%

ま い た け 生 産 量
57,267 2.2%

出典：農林水産統計令和4年木材統計、令和4年特用林産物生産統計調査

項　　目

単位
群馬県の過去５ヶ年の推移

50,998

民 有 林 林 道 密 度
5.4

令和５年度版「民有林林道事業の
概要」

34,001

出　　典

2023森林・林業統計要覧
令和４年林業産出額

2020年農林業センサス
農林業経営体調査結果概要

出　　　典
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（７）全国における群馬県の順位

北海道 岩手県 長野県 福島県 岐阜県 (21位)

5,536 1,169 1,067 972 861 425

北海道 宮崎県 岩手県 秋田県 大分県 (26)

3,335 2,031 1,461 1,223 1,198 213

北海道 宮崎県 岩手県 大分県 秋田県 (26)

2,774 2,011 1,238 1,194 1,160 196

北海道 岩手県 福島県 広島県 鹿児島県 (21)

561 183 130 96 64 17

長野県 新潟県 福岡県 北海道 宮崎県 (16)

154,487 98,195 28,404 16,233 9,537 6,738

徳島県 岩手県 北海道 秋田県 群馬県

7,604 6,117 4,931 4,141 3,664

長野県 新潟県 山形県 福島県 北海道 (7)

5,407 4,950 4,305 1,725 1,252 931

新潟県 静岡県 福岡県 三重県 長野県 (7)

36,621 5,500 3,824 3,100 2,645 1,241

新潟県 福岡県 長野県 茨城県 三重県 (9)

1,901 1,104 698 295 102 34

福島県 群馬県

160 70

長野県 北海道 新潟県 宮崎県 岩手県 (25)

5,744 4,802 4,405 3,355 2,567 682

北海道 宮崎県 岩手県 秋田県 大分県 (26)

3,843 2,828 2,011 1,665 1,604 278

本 県
実 績

出　　典

令和４年特用林産
物生産統計調査

４位 ５位

トン

ひらたけ生産量

トン 4,501

森林面積

千ha 25,025

2023森林・林業統
計要覧

区　　分 単位

素材生産量
千m3 22,082

農林水産統計「令
和４年木材統計」

針葉樹
千m3 20,386

広葉樹
千m3 1,696

全国値 １位 ２位 ３位

令和４年林業産出
額　うち木材産出額

千万円 29,282

桐材生産量

m3 230

林業産出額

きのこ総生産量

トン 461,736

千万円 50,998

23,697
まいたけ生産量

トン 57,267

生しいたけ生産量

トン 69,620
なめこ生産量
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令和５年４月１日

知 事

（付　属　機　関）
森　林　審　議　会

副 知 事

環 境 森 林
部 長

森 林 局 長

林 業 振 興 課 森 林 保 全 課

総 務 係 環 境 保 全 係 リ サ イ ク ル 係 自 然 環 境 係 政 策 企 画 係 県産木材振 興係 治 山 係

環 境 政 策 課 環 境 保 全 課 廃 棄 物 ･ リ サ イ ク ル 課 自 然 環 境 課 林 政 課

森 林 管 理 係

環 境 政 策 係 大 気 保 全 係 産 業 廃 棄 物 係 自 然 公 園 係 基 盤 整 備 係 林業担い手対策室 技 術 管 理 係

調整・ＤＸ推進係 水 質 保 全 係 一 般 廃 棄 物 係 野 生 動 物 係 森 林 整 備 係 き の こ 振 興 係

不 法 投 棄 対 策 第 二 係 企 画 推 進 係 林業改革推 進係 生 産 力 強 化 係

放 射 線 ・ 土 壌 環 境 係 不 法 投 棄 対 策 第 一 係 尾瀬保全推 進室 林業イノベーション推進室 経 営 強 化 係

(西部、吾妻、利根沼田) (中部、東部) (藤岡、富岡、桐生)

森林活用推 進係

(渋川)

環 境 森 林 事 務 所 環 境 事 務 所 森 林 事 務 所 林 業 試 験 場

総 務 環 境 係 総 務 環 境 係 森 林 係 企画・自然環境係

森 林 事 務 所

森 林 係

き の こ 係

林 業 政 策 係

森 林 土 木 係

林 業 政 策 係

森 林 土 木 係

森 林 科 学 係

廃棄物係(西部のみ) 廃 棄 物 係 森林土木第 一係 木 材 係

環 境 保 全 係 ( 西 部 の み ) 環 境 保 全 係 ( 東 部 の み ) 林 業 政 策 係

森 林 係 森林土木第 二係

群
馬
県
環
境
森
林
部
行
政
機
構
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所属別 所在地 電話番号 事務 技術 計

環 境 政 策 課 371-8570　前橋市大手町一丁目１－１ 027-226-2811 14 14

環 境 保 全 課 371-8570　前橋市大手町一丁目１－１ 027-226-2831 7 10 17

廃 棄 物 ･ リ サ イ ク ル 課 371-8570　前橋市大手町一丁目１－１ 027-226-2851 17 8 25

自 然 環 境 課 371-8570　前橋市大手町一丁目１－１ 027-226-2871 15 8 23

林 政 課 371-8570　前橋市大手町一丁目１－１ 027-226-3211 3 24 27

林 業 振 興 課 371-8570　前橋市大手町一丁目１－１ 027-226-3231 4 15 19

森 林 保 全 課 371-8570　前橋市大手町一丁目１－１ 027-226-3251 3 14 17

県　　　庁　　　計 63 79 142

渋 川 森 林 事 務 所 377-0027　渋川市金井３９５ 0279-22-2763 3 13 16

西 部 環 境 森 林 事 務 所 370-0805　高崎市台町４－３ 027-323-4021 5 20 25

藤 岡 森 林 事 務 所 375-0014　藤岡市下栗須１２４－５ 0274-22-2253 3 16 19

富 岡 森 林 事 務 所 370-2454　富岡市田島３４３－１ 0274-62-1535 3 16 19

吾 妻 環 境 森 林 事 務 所 377-0424　吾妻郡中之条町大字中之条町６６４ 0279-75-4611 4 17 21

利 根 沼 田 環 境 森 林 事 務 所 378-0031　沼田市薄根町４４１２ 0278-22-4481 5 15 20

桐 生 森 林 事 務 所 376-0011　桐生市相生町二丁目３３１ 0277-52-7373 4 15 19

中 部 環 境 事 務 所 371-0051　前橋市上細井町２１４２－１ 027-219-2020 3 6 9

東 部 環 境 事 務 所 373-0033　太田市西本町６０－２７ 0276-31-2517 5 8 13

地 域 機 関 計 35 126 161

林 業 試 験 場 370-3503北群馬郡榛東村大字新井２９３５ 027-373-2300 2 12 14

合　　　　　　　計 100 217 317

※職員数は、派遣を含む（令和５年４月１日現在）

　群馬県環境森林部行政機構
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ぐんまの森林・林業 

令和５年度版 

発行 群馬県環境森林部林政課 

急傾斜地に応じた作業システム 

 

 県では、急傾斜地の人工林において、皆伐による素材生産量の増大と確

実な再造林の実施を確保するため、新たにタワーヤーダを用いた架線系作

業システムの実証を行っています。 

 

 


